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生体内での糖鎖機能 

 糖鎖は細胞表面のタンパク質や脂質に結合し細胞間接着、血液
型の決定、ウィルス感染や抗原抗体反応などの生体反応で重要な
役割を果たしている 

 生体分子が糖鎖を認識し結合することによりシグナル伝達や生体
内機能調節を行っている 

 

 

figure:John L Magnani. Discovery Medicine, 8(43):247-252, December 2009. 



糖鎖構造 の種類 

 N型糖鎖 
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タンパク質－糖鎖間の結合関係 

糖鎖結合タンパク質などによる糖鎖の特異的認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レクチンの種類によって認識し結合する糖のパターンは様々である 

 レクチンファミリーがどのような糖鎖部位を認識し結合するかについての
詳細は、多くは明らかになっていない 
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本研究開発課題の目的 

 タンパク質と糖鎖の結合の関係性を探る 

 

糖鎖構造を解析するMCAWツールの完成 
– 糖鎖認識結合部位の特定をする 



タンパク質－糖鎖間の結合部位の研究方法 

 タンパク質のモチーフとそのタンパクに結合親和性を示す糖鎖部分
構造のデータを抽出する 

 レクチンモチーフとレクチン結合親和性を持つ糖鎖部位の関連性を
考察する 
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レクチンに結合親和性がある糖
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レクチンのモチーフと結合親和性を持つ糖鎖構造をマイニングして関連性を見出していく 
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タンパク質－糖鎖間の結合部位の研究方法 

 タンパク質のモチーフとそのタンパクに結合親和性を示す糖鎖部分
構造のデータを抽出する 

 レクチンモチーフとレクチン結合親和性を持つ糖鎖部位の関連性を
考察する 

レクチン１ 

レクチンに結合親和性がある糖
鎖のデータを保存する 

MCAWツール 
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親和性がみられる糖鎖の
プロファイルを抽出する 

Pfamデータベース 
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 MCAW（Multiple Carbohydrate Alignment with Weights ）は、複
数の糖鎖構造のアラインメントを行い、結果を糖鎖構造プロファ
イルとして出力するツール 

 ツールを用いることにより、レクチンフロンティアデータベースの
実験データから共通する構造が得られるため、結合に関与する
部分糖鎖構造を得ることができる 

ツールに入力した糖鎖構造 ツールの実行結果 

親和性がみられる糖鎖のプロファイルを抽出するため
のツール開発 



糖鎖のアラインメント手順 

 MCAWアルゴリズムはClustalWを参考に多重木アラインメントを行う 

ClustalW*: Thompson. JD, Higgins. DG, and Gibson. TJ. Nucleic Acids Research, 22,4673-4680, 1994. 

1. 全糖鎖のペアワイズアライメント (KCaM*)
を行い、距離行列を得る 

3. 案内木に従って糖鎖の多重木アライメントを行う 

アラインメントのオーダー
(1) Glycan1+Glycan2 
(2) Glycan3+Glycan4 
(3) (1)+(2) 
(4) (3)+ Glycan5 
(5) (4) + Glycan6 

2. 距離行列からFM法を用いて系統樹(案内木)
を作成し、根からの距離を計算する 

案内木 距離行列 



MCAWツールを用いたデータ解析 

 レクチンフロンティアデータベース 

 WGA （キチン結合レクチンファミリー、パンコムギ[イネ科]） 

 UDA （植物レクチン、イラクサの根茎） 

 C16, CG-16 （鶏の肝臓、ガラクトースに結合する） 



データベースから糖鎖構造の取得 

親和性を持つ糖鎖構造を手作業でツールが扱える形
式に変換した 



データベース中の糖鎖の表示について 

 



MCAWツールの実行 現状結果 

 ツールの実行としてWGA  （キチン結合レクチンファミリー、パンコムギ
[イネ科]）のみマルチプルアラインメントがおこなえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールの実行結果 



今後の研究課題 

 ツールのプログラム改良 

 レクチンフロンティアデータベースから糖鎖構造の取得 

取得した糖鎖構造をツールで扱える形式に変換 

 Pfamからレクチンのモチーフを取得する 

 



研究開発成果の外部発表 報告 

 学会名：2013 Annual Meeting of the Society for 
Glycobiology（SFG） 

開催地：アメリカ、フロリダ州、セント・ピーターズバーグ 

開催日：11月17日~20日 

 ポスター発表題目：A Web tool for visualizing common 
patterns among glycans 
Masae Hosoda, Kiyoko F. Aoki-Kinoshita  

 Division of Bioinformatics Graduate School of Engineering Soka University 

 JST, National Bioscience Database Center (NBDC), 5-3, Yonbancho, Chiyoda-ku, 
Tokyo,102-0081, Japan 



研究開発成果の外部発表 報告 
 発表内容 

MCAWツール作成 

CFG(Consortium for Functional Glycomics)の糖
鎖アレイデータからツールの実行結果 
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